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42 nm PDDA-PSS layer 




























FN/トリス緩衝液 (50mM， pH = 7.4)に370Cで
15分間浸漬した後， 50mMのトリス緩衝液に 1
分間浸潰することで洗浄し， 0.2 mg/mLのゼラチ








図3 リン脂質二分子膜上への FN-G薄膜形成による と薄膜由来の赤の蛍光像が完全に一致し，重ね合
QCMの振動数変化 わせることで黄色になったことから，本手法によ
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べるため， 1， 3， 4層の積層構造を作成し，CLSM 
の三次元解析より厚さを測定した。各層数の厚さ
はそれぞれ6.3土0.2 16.4:t 1.2，および25.3:t0.9 
μmであり，積層数と厚さは一次式の関係で理
論的な厚さと良く一致することが確認された。
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104 cel/ cm 2の細胞密度でヒト隣帯動脈血管平滑
筋細胞 (UASMC)を播種し， 12時間インキュ
ベートすることで接着・伸展させた。その後，
基板を 0.2mg/mLのFN/トリス緩衝液 (50mM， 
pH = 7.4)と0.2mg/mLのゼラチン/トリス緩衝液
(50 mM， pH = 7.4)へ7回浸漬することで 6.2nm 
のFN-G薄膜を UASMC表面に形成しヒト隣帯
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で， 4層の UASMCと単層の HUVECから構成
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